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固体物理学(u2)／物性論(u2)

Solid State Physics ／Condensed Matter Physics

2.0単位

2026年度後期 水曜1限

石井　聡

固体物性の基礎である結晶構造に加えて，結晶中の電子の振る舞いやバンド理論について学ぶ．また，こうした結晶構造，電子，バンドと
の相関について概観する．

１．逆格子空間を用いて結晶の構造を説明し，基礎的な問題が解ける．
２．逆格子空間を用いて結晶中の電子の振る舞いを説明し，基礎的な問題が解ける．
３．逆格子空間を用いてバンドを説明し，基礎的な問題が解ける．

力学，電磁気学，量子力学Ⅰ，統計力学Ⅰ･Ⅱ，振動と波動

関連科目の基礎事項の予習は理解を深めます。

「初歩から学ぶ固体物理学」　矢口裕之　講談社

「物性物理学」　永田一清　裳華房，「キッテル固体物理学入門」　C. キッテル　第８版　丸善

期末試験(60%)，レポート(20%)，授業への意欲（20％）

レポートの解説を授業内で行います．

・レポート

・WebClassを用いた教材，配布資料の共有，課題の提出

科学技術研究機関でのナノマテリアルとナノデバイス研究の経験を踏まえて，固体の結晶構造と電子状態に基づいて物性を解説する．

【学習時期】1月6日～1月13日
【学習内容】学期末試験について
【教材の視聴方法】WebClassの教材を確認の上，指示された学習に取り組んで下さい．学習後に，指定された形式で小レポートを提出し
てください．
【事前学習】オンデマンド教材に記載の通りに事前学習に取り組むこと
【事後学習】オンデマンド教材の指示に従って，小レポートを1月13日までに提出すること

結晶構造Ⅰ（格子）
【事前学習】（60〜100分）；講義で指示する範囲等について、教科書等を用いて充分に予習をしてください．
【事後学習】（60〜100分）；講義内容について、充分に復習してください．

結晶構造Ⅱ（結晶構造の具体例）
【事前学習】（60〜100分）；講義で指示する範囲等について、教科書等を用いて充分に予習をしてください．
【事後学習】（60〜100分）；講義内容について、充分に復習してください．

結晶構造Ⅲ（逆格子）
【事前学習】（60〜100分）；講義で指示する範囲等について、教科書等を用いて充分に予習をしてください．
【事後学習】（60〜100分）；講義内容について、充分に復習してください．

結晶構造Ⅳ（結晶による回折Ⅰ）
【事前学習】（60〜100分）；講義で指示する範囲等について、教科書等を用いて充分に予習をしてください．
【事後学習】（60〜100分）；講義内容について、充分に復習してください．

結晶構造Ⅴ（結晶による回折Ⅱ）
【事前学習】（60〜100分）；講義で指示する範囲等について、教科書等を用いて充分に予習をしてください．
【事後学習】（60〜100分）；講義内容について、充分に復習してください．

自由電子論Ⅰ（自由電子モデル）
【事前学習】（60〜100分）；講義で指示する範囲等について、教科書等を用いて充分に予習をしてください．
【事後学習】（60〜100分）；講義内容について、充分に復習してください．
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自由電子論Ⅱ（状態密度）
【事前学習】（60〜100分）；講義で指示する範囲等について、教科書等を用いて充分に予習をしてください．
【事後学習】（60〜100分）；講義内容について、充分に復習してください．

自由電子論Ⅲ（エネルギー分布）
【事前学習】（60〜100分）；講義で指示する範囲等について、教科書等を用いて充分に予習をしてください．
【事後学習】（60〜100分）；講義内容について、充分に復習してください．

自由電子論Ⅳ（電子比熱）
【事前学習】（60〜100分）；講義で指示する範囲等について、教科書等を用いて充分に予習をしてください．
【事後学習】（60〜100分）；講義内容について、充分に復習してください．

バンド理論Ⅰ（概説・１電子シュレディンガー方程式）
【事前学習】（60〜100分）；講義で指示する範囲等について、教科書等を用いて充分に予習をしてください．
【事後学習】（60〜100分）；講義内容について、充分に復習してください．

バンド理論Ⅱ（ブロッホの定理）
【事前学習】（60〜100分）；講義で指示する範囲等について、教科書等を用いて充分に予習をしてください．
【事後学習】（60〜100分）；講義内容について、充分に復習してください．

バンド理論Ⅲ（自由電子モデル）
【事前学習】（60〜100分）；講義で指示する範囲等について、教科書等を用いて充分に予習をしてください．
【事後学習】（60〜100分）；講義内容について、充分に復習してください．

バンド理論Ⅳ（強結合近似）
【事前学習】（60〜100分）；講義で指示する範囲等について、教科書等を用いて充分に予習をしてください．
【事後学習】（60〜100分）；講義内容について、充分に復習してください．

学期末試験および出題意図解説
【事前学習】（60〜100分）；講義で指示する範囲等について、教科書等を用いて充分に予習をしてください．
【事後学習】（60〜100分）；講義内容について、充分に復習してください．

月・火曜日，13:00~13:40，6302室．上記以外にも可能な限り随時受け付ける．

s.ishii"at"mail.dendai.ac.jp　"at"を＠（件名に「【電大：講義名】学籍番号：用件」と記入すること）

力学，電磁気学，量子力学，統計力学の知識を併用するため難しく感じるかもしれませんが，学習内容はこれらの科目の基礎知識があれば
十分理解できる基本的なものとなっています．


